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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 2日 (2007.8.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ッ チ 検 出 領 域 を 覆 う 電 気 的 に 連 続 で 光 学 的 に 透 明 な 伝 導 性 フ ィ ル ム と 、
　 前 記 伝 導 性 フ ィ ル ム 上 に あ る 光 学 的 に 透 明 な 自 立 フ レ キ シ ブ ル ガ ラ ス 層 と 、
　 前 記 伝 導 性 フ ィ ル ム と 前 記 フ レ キ シ ブ ル ガ ラ ス 層 に 加 え ら れ た タ ッ チ 入 力 と の 間 の 容 量
結 合 に よ っ て 誘 導 さ れ る 信 号 を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ た 電 気 回 路 と を 含 み 、 前 記 信 号 が 接
触 位 置 の 決 定 に 使 用 さ れ る 容 量 型 タ ッ チ セ ン サ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル ガ ラ ス 層 を 伝 導 性 フ ィ ル ム に 接 合 さ せ る た め の 光 学 的 に 透 明 な 接 合 層
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 容 量 型 タ ッ チ セ ン サ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル ガ ラ ス 層 が 前 記 電 気 回 路 の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て い る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 容 量 型 タ ッ チ セ ン サ ー 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ に 戻 る と 、 導 線 １ ３ １ の 少 な く と も 一 部 は 、 タ ッ チ セ ン サ ー 中 の 層 ま た は フ ィ ル ム
の 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 導 線 １ ３ １ の 少 な く と も 一 部 を 、 基 体 １ １ ０ 、
伝 導 性 フ ィ ル ム １ ２ ０ 、 ま た は ガ ラ ス 層 １ ６ ０ の 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。 別 の 例 と し
て は 、 導 線 の 複 数 箇 所 を 、 タ ッ チ セ ン サ ー 中 の 種 々 の 複 数 の 層 ま た は フ ィ ル ム の 上
に 配 置 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 導 線 の 一 部 を 伝 導 性 フ ィ ル ム １ ２ ０ 上 に 配 置 し な が
ら 、 異 な る 部 分 を ガ ラ ス 層 １ ６ ０ 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。 さ ら に 別 の 例 と し て は 、 ガ
ラ ス 層 １ ６ ０ と 基 体 １ １ ０ と の 間 な ど に あ り 図 １ に は 示 さ れ て い な い 補 助 層 上 に 導 線 １ ３
１ を 配 置 す る こ と が で き る 。 電 極 １ ３ ０ の 少 な く と も 一 部 を 補 助 層 の 上 に 配 置 で き る こ と
も 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ る と 、 伝 導 性 接 触 器 具 １ ０ １ は 、 制 御 装 置 １ ５ ５ な ど を 介 し て タ ッ
チ セ ン サ ー １ ０ ０ と 結 合 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 合 手 段 と し て は 、 た と え ば 、 に
示 さ れ る 導 電 性 手 段 １ ６ １ を 介 し た 制 御 装 置 １ ５ ５ な ど と の 電 気 的 接 続 を 挙 げ る こ と が で
き る 。 直 接 的 な 電 気 的 接 続 に よ っ て 、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド ノ イ ズ を 減 少 さ せ る こ と が で き 、
そ れ に よ っ て 信 号 対 雑 音 比 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 接 触 器 具 を 制 御 装 置 と 電 気 的 に 接
続 す る こ と の 利 点 の １ つ は 、 接 触 に よ り 誘 導 さ れ る よ り 小 さ な 信 号 を 制 御 装 置 が 検 出 で き
る た め 、 ガ ラ ス 層 １ ６ ０ の 厚 さ を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な こ と で あ る 。 導 電 性 手 段 １ ６ １
と し て は 、 た と え ば 導 線 を 挙 げ る こ と が で き る 。
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